
弾道ミサイル飛来に伴う本校の対応について 
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【在校時】 

屋外にいる場合 

・速やかに教室等の屋内に避難する。 

・屋内に避難できない場合は，物陰に身を隠すか地面に伏せ，頭部を守る。 

屋内にいる場合 

・学校施設内のできるだけ窓のない空間に避難する。 

・窓がある部屋にいる場合，できるだけ窓から離れる。 

【登下校前】 

情報収集に努め，地域の安全が確認できるまでは，自宅待機として登校を遅らせる，下校させず

に学校に待機させるなど，屋外に児童生徒が出ている状況にならないように対処する。 

【登下校中】 

屋外にいる場合 

・近くのできるだけ頑丈な建物や地下などに避難する。 

・近くに適当な建物がない場合は，物陰に身を隠すか地面に伏せ，頭部を守る。 

自動車等の車内にいる場合 

・ガソリンなどに引火するおそれがあるため，車を止めて頑丈な建物や地下などに避難する。 

・周囲に避難できる頑丈な建物がない場合は，車から離れて地面に伏せ，頭部を守る。 

・公共交通機関利用時は，運転手や係員の指示に従う。 

【休日・夜間等】 

屋外にいる場合 

・近くのできるだけ頑丈な建物や地下などに避難する。 

・近くに適当な建物がない場合は，物陰に身を隠すか地面に伏せ，頭部を守る。 

屋内にいる場合 

・できるだけ窓から離れ，できれば窓のない部屋へ移動する。 
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【共通】 

屋外にいる場合 

・口と鼻をハンカチで覆い，現場から直ちに離れ，密閉性の高い屋内または風上へ避難する。 

屋内にいる場合 

・換気扇を止め，窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。 

（１）児童生徒等の安否を確認し，必要に応じて保護者へ安否情報の伝達等を行います。 

（２）必要に応じて保護者へ児童生徒等の引き渡しを行います。 


